
□
『
特
定
の
学
校

形
態
を
前
提
と
し

て
い
ま
せ
ん
』

と
言
い
ま
す
が
、
先
日

行
っ
た
「
出
張
ト
ー
ク
」
の

会
場
で
、
市
長
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
、
『
義

務
教
育
学
校
を
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
形
態
を
幅
広
く

調
査
中
で
す
。
』
と
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
現
在
の

「
７
小
学
校
・
３
中
学
校
を

維
持
す
る
」
と
一
言
も
書
か

れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

□
委
員
に
偏
り
？

委
員
は
全
員

で
７
名
で
す
。

内
訳
は
「
大

学
関
係
」
３
名
、

高
石
関
係
４
名

の
う
ち
、

・
「
高
石
中
校
区
」
３
名
、

・
「
取
石
中
校
区
」
１
名
、

・
「
高
南
中
校
区
」
に
至
っ

て
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
で
す
か
。

高
石
全
体
の
考
え
る
な
ら
、

全
て
の
校
区
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

■
協
議
会
は

検
討
す
る
だ
け

協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

泉
北
教
組
は
市
教
委
と
交
渉

し
ま
し
た
。
（
結
果
は
左
表
）

そ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
文

字
通
り
「
協
議
会
は
協
議
を

す
る
場
」
の
位
置
づ
け
で
す
。

協
議
会
が
「
答
申
」
や

「
ま
と
め
」
を
出
し
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
事
務
局
が

「
案
」
を
つ
く
り
ま
す
。

□
来
年
３
月
に

決
め
る
？

今
後
、
「
児
童
・
生
徒
」

「
教
職
員
」
や
「
市
民
」
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
で
意
見
聴
取

す
る
よ
う
で
す
。

「
市
民
説
明
会
」
を
行
う

と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
市
教
委
「
案
」

を
も
と
に
、
「
来
年
３
月
も

し
く
は
４
月
の
教
育
委
員
会
・

定
例
会
で
決
め
た
い
。
」
と

市
教
委
の
担
当
の
方
は
話
さ

れ
ま
し
た
。

№２３１２ 泉北教育 ２０２６年 ５月 ２５日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入しましょう

「
本
市
の
教
育
及
び
学
校
施
設
の
課
題
等
に
つ

い
て
検
討
協
議
す
る
た
め
、
た
か
い
し
学
校
創
生

基
本
構
想
検
討
協
議
会
」
が
、
こ
の
５
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
（
全
５
回
）

泉
北
教
組
は
、

「
こ
の
『
基
本
構
想
』
づ
く
り

は
、

学
校
統
廃
合
・
義
務
教
育
学
校
に
道
を
開
く

も
の
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

【検討協議会・委員】

二宮 衆一 （和歌山大 教授）

中江 哲 （武庫川女子大 教授）

舛田千佳 （関西外大短期大学教授）

松井 洋美 （羽衣小校長）

吉田 種司 （高石中校長）

取石中 PTA会長
高石小 PTA会長

※教育委員会・定例会資料より作成

「たかいし学校創生基本構想」

検討協議会・運営について
泉北教組と市教委との交渉結果

○「検討協議会」を非公開にしない
こと
【市教委回答】「傍聴要綱」にあり
ますように「原則公開」とします。

今のところは「非公開」は想定し
ていませんが、「傍聴要綱」の1号、
２号に該当する場合は、この限りで
はありません。

○「検討協議会」の傍聴者数を制限
しないこと
【回答】定員（１０名）は、本市にお
ける他の「協議会」（例「いじめ防
止対策推進委員会」）の傍聴人数に
準じたものです。ご意見として承り
ます。

○「検討協議会」の議事録を速やか
に公開すること
【回答】協議会後、約１か月後ぐら
いには公開します。

○「たかいし学校創生基本構想」策
定については、拙速に結論を導かず
十二分な審議の上、行うこと
【回答】検討協議会でご意見を頂き
ながら、教育委員会事務局で『基本
構想案』を検討し、最終、教育委員
会・定例会で決定します。

高石市民学習会
「義務教育学校」って

どんな学校（パート２）

どうなる高石のこれからの学校

５月３１日（日）午後１時～

高石市コミュニティーセンター
（旧デージードーム）２階

どなたでもご参加できます

高石市の子どもたちに
どんな学校、教育を手渡し
ていったらいいのか、ご一
緒に考えましょう。

主催 子どもと教育を守る高石市民の会


